
事業概要
（5行程度以
内。別添可）

１．主にデータベースを利用した厚生労働科学研究成果（研究概要、研究報告書本文）の国民への迅速な公開
２．公衆衛生にかかわる科学的な基本情報（資料）の一般公開
３．府省共通研究開発管理システム(e-Rad)との連携による研究登録情報等の一元的な管理

実施状況

予算額(補正後）

21年度

28

1.閲覧システム（国民）のアクセス件数：20,000件/月(240,000件/年）
2.登録システム（研究者）のアクセス件数：5,000件/月
3.平成20年度概要登録件数：1,340件(79%)、研究報告書本文登録件数：1,653件(97%)
2010年5月18日現在
※平成21年度の研究報告概要版登録は締め切りが5月31日となっているので、平成20年度の数字を挙げた。

19年度 20年度 23年度要求

46 32 32 30
予算の状況
（単位:百万円）

事業番号 600

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(厚生労働省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
平成１４年度電子図書館事業費

厚生労働省が所管する厚生労働科学研究費補助金などの研究事業による研究成果の概要及び報告書本文、更に公
衆衛生に関する科学的な基本情報などをインターネットを通じて研究者のみならず広く一般に公開すること（透明性の
確保と情報共有）を目的とする

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

　一部改善（事業を一部見直し、概算要求に反映）

　執行の観点からは概ね妥当であるが、システム業務費について精査を行い、効率的な執行に努めること。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

支出のほとんどは厚生労働科学研究成果データベース運用費（システムリース費、PDF化費用、研究課題システム入
力等の費用）に支出している。年々厚生労働科学研究費による研究成果の多様化と内容の精密化は研究報告書の分
量の増大をもたらし、PDF化のための支出が増大している。

22年度

66

143.5%

66

限られた予算の中で、量的に増大していく厚生労働科学研究費による成果を迅速に国民へ公開するため、成果情報を
入手し、システムに掲載する工程の見直しを検討していく。

46 32執行額

総事業費(執行ベース)

執行率

46 32

143.8% 100%

一般会計

－

課長　　矢作　弘

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

担当課室 総務部会計課

上位政策

担当部局庁

－

関係する計
画、通知等

－

国立保健医療科学院



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

国立保健医療科学院

３２百万円

Ａ．民間企業（３件）

１７百万円
Ｂ．民間企業（２件）

９百万円

うち事務費６百万円

システム開発請負等
図書館システム一式賃貸

借・保守 等

電子図書館事業費

【一般競 【随意契約】



A.ＮＥＣネクサソリュージョンズ（株） E.

金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

雑役務費 研究成果ＤＢシステムハードウエ
ア障害対応業務

費　目 使　途

2

8

研究成果ＤＢシステム業務

金　額
(百万円）

費　目 使　途

B.リコーリース(株)

費　目 使　途

10計

金　額
(百万円）

F.

0計

賃貸借 図書館システム一式賃貸借・保守 6.7

6.7 計 0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

金　額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途

0計 0 計



電子図書館事業

A．民間企業（３件） （単位：円）
順位 金額 支出先 契約内容
1 9,991,800 ＮＥＣネクサソリューションズ（株） システム開発請負ほか
2 4,071,321 株式会社ジェイ・アイ・エム 研究報告書PDF 化ほか
3 2,508,324 ナカバヤシ（株） 資料PDF化

B．民間企業（２件）　 （単位：円）
順位 金額 支出先 契約内容
1 6,665,400 リコーリース（株） 図書館システム一式賃貸借・保守
2 2,750,580 ＮＥＣキャピタルソリューション（株） DBシステム一式賃貸借・保守ほか


